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沖縄民謡の語注試案 （ 2 ）

















































































































































































































































































チューン cuuN（0）［動詞］　来る。不規則動詞。クーン kuuN（来ない）。ッチ Qci（来
て）。































スソニ susoni（0）［副詞］　粗末にするさま。軽んじるさま。スソーニ susooni の琉
歌的縮約。口語ではスソーン susooN（0）。








































































さ sikiN  ʔutu-dakasa






































ちゃん Nzo-ga  ʔu-jadu-ja  nama  cicaN
いちゃし　合
え ー じ
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らなや ʔumui  ʔumui  katara-na=ja
⑨





　やしが ʔabi-misee-nee  dezi  ja-siga
あまんかい　入
い








てぃ ʔja-ga  kutu-ju  ʔumuti
























やびらん ʔumui  ʔumui  sijabiraN



















　ならん ʔakijo  ziju  naraN
たきゆ　又
また
　やりば taki-ju  mata  jari-ba
くまをぅとーてぃ　死
し






てぃる ʔinuci-madi  sitiru
たきゆ　又
また





















































































































ヤミセガ ja-mise-ga　～でいらっしゃるの ?　連詞ヤン jaN（1）（である）の連用形
から i を取った形＋尊敬の助動詞ミセーン miseeN の尾略形＋疑問の終助詞ガ -ga
の形（ヤミセーガ）。「ミセガ」は「ミセーガ」の縮約形。
⑥
ヤル jaru　連詞ヤン jaN（1）（である）の連体形（ドゥ結び形）。係助詞ドゥ du に
呼応する形。
トゥーミチ tuu-mici（1?）［名詞］　遠い道。遠くから来た道。形容詞トゥーサン























イミソーリ ʔi-misoori　お入りなさい。動詞イユン ʔijuN（1）の連用形から i を取っ






ヤ -ja（～は）が付いた形。フチガヤ huci-ga-ja は、フチーガヤ hucii-ga-ja の縮約形。
ワネ wane　私は。口語ではワンネー waNnee（私は）で、その縮約形。




























































（どうぞ）に、指小辞グヮ gwa が付いた形。グヮ gwa は口語ではグヮー gwaa。
ナナユル nana-juru（0?）［名詞］　七夜。
ウユディ ʔujudi　及んで。動詞ウユブン ʔujubuN（1）（及ぶ）のテ形。
カユタクトゥ kajuta-kutu　通ったので。動詞カユユン kajujuN（通う）の過去形カ
ユタン kajutaN（通った）の尾略形に、理由（順接）の接続助辞クトゥ -kutu（～
ので）が付いた形。
ナトーサ natoo-sa　なっているよ。動詞ナユン najuN（0）（なる）の継続形ナトーン
natooN（なっている）の尾略形に、終助辞サ -sa（～よ）が付いた形。
［通釈］
①久良波、山田の美しいノロさんは、世間でも名高いよ。ウチフイフイ、シーチョン
チョン。
②御嶽に関わる高位のノロであるから、私が通って忍ばなければ、忍ばないものなら
ば、自分の思い通りになるだろうか（いや、なるまいよ）。
③想い人の家には今、着いた。どのように呼び出そうか。勇気が出て、呼び出すよ。
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④この宿を頼もう（もしもし）。（応対に）出る人はいないかな。
⑤居りますが、どなたでいらっしゃるの ?
⑥私だよ。遠くからの道で疲れ、足がだるくなっているので、煙草だけでも吸わせて
くれ。
⑦遠くからの道で疲れ、足がだるくなっていらっしゃるのなら、中にお入りください。
⑧煙草を吸いには、私は来たのではない。思いを、思いを語り合おうよ。
⑨そこで、それほどまでに大声をお出しになると、大変ですが。あそこにお入りくだ
さい。
⑩お前のことを思って、あれほど遠くから、これほど遠くから（やってきたのだ）。
私の言う言葉を受け入れてくれ。
⑪言う言葉も無い。思いなど知りません。ここで、それほどまでに大声をお出しにな
ると、親兄弟に聞かれると、大変ですが。
⑫ああ、私の思い通りにならないほどのものならば、ここで死んだほうがましだ。
⑬命まで捨てるほどのものならば、あなたの言う言葉にも従いましょう。
⑭どうか私を受け入れてくれ。七夜に及んで、（ノロのもとに）通ったので、思いが
かなっているよ。通わないものならば、思いがかなうだろうか（いや、かなわない
だろう）。通ったので、思いがかなっているのだ。
［メモ］「～ムンヌン」は、これまでの辞典等には十分な説明がないが、条件文を作る
働きをしているものと考えられる。「～もののも」に対応する形である。
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